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新政権下の元老院 
 

NSDAP党綱領の成就により、新秩序が実現した。そこでは、わが民族の

生活と発展は、その種と性質に即した高度な文化の枠内で行われ、そこで

は、民族共同体の精神的、精神的、科学的、芸術的、経済的な潜在力のす

べてが自由に発展し、深化することができる。この種を意識したドイツ人

の自由な共同体は、もはや党の指導を必要とせず、したがって、党は、そ

の綱領の実現後に解散する。 
 

  この解散によって影響を受けないのは、指導部と元老院という組織で

す。彼らの任務と権限は、新秩序においても基本的に影響を受けないまま

である。国家共同体は、自分たちが体現していると考え、民族を生存のた

めの闘争を成功に導くために必要な無制限の権限を持つ指導者を、引き続

き必要としています。この指導者は、すべての責任を負い続ける。とりわ

け、新秩序が自然の法則に従って発展し、再び退化しないことを保証する

責任を負い続ける。  
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そして新秩序では、元老院もまた、そのような退廃を防ぎ、ふさわしくな

い指導者がその権力を乱用するのを防ぐために、保護・管理機能とすべて

の権力を保持する。すでに述べたように、その後に創設されるフォルクス

ゲマインシャフトと第四帝国の指導権を握ることになる人種的貴族、人種

的に結びついた人格のエリートが、 

どのような形態をとるかはまだ予測できない。しかし、元老院は、この真

の貴族の指導的頂点を示すものであり、まさに最高の支配となることは間

違いないだろう 
 
 

こっかしゃかいしゅぎしゃちょう 
 

国家社会主義運動は、魂のない社会の小さな歯車として機能する蟻のよう

な存在ではなく、有機的に構成されたフォルクスゲマインシャフトの中で

自分の位置を占める、民族的、人種的に意識的な人格を生み出すのです。 
 

  党員同志のタイプも、政治的兵士のタイプも、そして政治的指導者のタ

イプもそうでないのだ。しかし、このタイプは、人物の適合性によって特

徴づけられるのではなく、生活態度やエトスの適合性によって特徴づけら

れるのだ  
 

したがって、私たちは、生活態度の原則、国家社会主義者の労働者、兵士

および指導者の倫理的原則を記述することができますが、これらの原則を

実現し生きるべき統一された人間を指定することはできません。労働者で

あれ、兵士であれ、指導者であれ、人民のすべての構成員は、むしろ個人

として、自由な人格として、しかし人民と民族に縛られて発展しなければ

なりません。  

 

したがって、この作品が指導者の国家社会主義思想と生活態度を記述する

ものであるならば、どのようなエートスがそれらを形成し、どのように実

現されるかを示さなければならないのである。これは、これまでにも行わ

れてきたことである。しかし、そのような指導者が実際にどのようにな

り、生き、行動するのかを具体的に問うのであれば、この問いは、国家社

会主義の指導が模範的に実現された人格の例を記述することによってのみ
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答えることができるのである。 
 

このような国家社会主義者の指導者の人格の多様性は、生命全体の多様性

に対応し、したがって、生物学的思考という私たちの生命観にも対応して

います。  

それは、現代のすべての指導者同志に、同様の方法で自分自身に取り組

み、自分自身のやり方で、自分の性格にしたがって、国家社会主義の指導

者、すなわち、総統のこの偉大で決定的な言葉を再び引用すれば「人種と

人格の価値の最高の体現者」となることを訴える 

ためである。この目的のために、ハイル! 
 
 

ルドルフ・ヘス 
 

私たちの模範となるべきあらゆるレベルの無数の国家社会主義指導者の人

格の中で、ここに挙げることができるのはごくわずかで、最も重要なもの

だけです。しかし、その中でも、何よりも際立っているアドルフ・ヒト

ラーの人格を除けば、ルドルフ・ヘスは世界中で最も尊敬されている国家

社会主義指導者であることは確かです。  

 

40年以上続く拷問の犠牲は、不屈の意志と総統と思想への揺るぎない忠誠

心で耐え、おそらくは死のみが彼を救済するものであり、ルドルフ・ヘス

は古代の偉大な神話的人物となった。彼の苦しみ、犠牲、模範的な忠誠心

は、私たち小さな孫たちに、私たちの番で旗を掲げ、総統代理の運命とは

比較にならないほどの犠牲、苦しみ、迫害に耐える力を与えてくれるので

す。 
 

平和の殉教者が今になってしまった、老人の実に終生にわたる拷問投獄

は、国家社会主義に烙印を押し、それが犯罪的精神性であるという事実を

証言するためのものだった。しかし、この偉大で最も高貴な国家社会主義

者の立派な態度のおかげで、この投獄は、第二次世界大戦の戦勝国が人民

たちに押し付けたそのマイナス世界の偽善、惨めさ、卑しさを告発する燃

えるようなものとなった。  
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ルドルフ・ヘスが生き埋めにされたままのシュパンダウの城塞は、すでに

私たちにとって、偉大さ、尊厳、名誉ある犠牲の記念碑であり、死に至る

までの忠誠の記念碑である。ルドルフ・ヘスの精神と模範は、この道を歩

む私たちに寄り添っています。 
 

しかし、すでに40年半も続いている平和の水先案内人の犠牲がすべてを覆

い隠し、彼の視点からしかこの国家社会主義のための並外れた人生を十分

に評価できないとしても、ルドルフ・ヘスは囚人としてだけでなく、戦闘

期間中の生活や政権を握ってからの幸福な数年間の態度から、まさに国家

社会主義の指導者の人格を示すお手本である。  

 

ルドルフ・ヘスは、1923年以前にすでに若いNSDAPの活動家の一人で

あった。アドルフ・ヒトラーは、SAの誕生となった最初のホールでの戦

いに関連して、彼に名誉ある言及をしている。1923年11月9日の民族蜂起

の失敗の後、ルドルフ・ヘスは総統と同じくランツベルクに投獄され、そ

こで総統の秘書となり、『我が闘争』の制作に欠かせない助っ人となっ

た。ルドルフ・ヘスは、自分の知識と能力のすべてを総統の才能に完全に

無私に従属させ、その完全な献身と無条件の信頼によって、総統に絶えず

刺激を与えながら、この仕事を完成させたのである。 
 

総統の秘書として、彼は闘争中でさえ、ほとんどの党員同志から評価さ

れ、ほとんどが過小評価されていた。彼は闘争時代の偉大な指導者の一人

ではなく、自分を前面に押し出すことは彼の本分ではなかった。彼は、自

分の人生を、ドイツ、思想、党が一体となった総統の天才に奉仕するもの

と理解していた-彼は、個人的な信奉者を集めようとは考えず、独立した

権力に憧れることもなかった。  

 

1933年、党全体にとってまったく意外なことに、彼は党務における総統の

副官、後に帝国大臣に任命されたのである。 
 

当初、ルドルフ・ヘスは、色白で目立たない性格だと誤って評価されてい

たが、すぐに、おそらく他の誰でもない、この難しい役職を引き受ける資

格があることが判明した。不当な扱いを受けたと感じる者、正当な批判を
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する者は誰でも、ルドルフ・ヘスを信頼した。その正義感、責任感、そし

て高い地位にもかかわらず、同志的な態度はどこでも知られていた。これ

が、党の同志たちが彼を経験した方法だった。  

 

しかし、国民は彼を、海外にいるドイツ国民の面倒見の良い後援者として

知っており、彼の感動的なクリスマス演説に魂を揺さぶられ、アドルフ・

ヒトラーの熱烈な崇拝者として経験し、その最も秘密の願いと考えを他の

誰よりも知っていました。  

 

彼の理想主義、誠意は、第三帝国の反対派にさえ疑われることはなかっ

た。彼は、最終的に悲劇的な運命が成就する以前から、確信的な国家社会

主義者の輪をはるかに超えて尊敬されていた。 
 

ルドルフ・ヘスは他の誰よりも総統の考えを知っていた。他の誰よりも総

統が1939年以降のイギリスとの恫喝戦争でどれほど苦しんでいるかを知っ

ており、悲劇と同様に無意味なこの対立を、双方にとって耐えうる条件で

終わらせる方法を探していた。彼はよく副官や腹心の部下とこの話をし、

この絶望的とも思える運命の結びつきを断ち切り、平和を取り戻すことが

できる人物を見つけることができるに違いないと声に出して考えていた。

そして何度も何度も、自分はイギリスに恨みはない、帝国を破壊したいの

ではなく、むしろ保護し強化したいのだ、自分は最終的には同盟を目指し

ている、最も寛大な講和条件を受け入れる用意がある、と言った。  

 

アドルフ・ヒトラーが自分の代理人に命じて、あるいは許可して、歴史上

ユニークな和平飛行をさせたかどうかは、おそらく永遠に不明なままであ

ろう。しかし、ルドルフ・ヘスがイギリス上空にパラシュートで降りて、

ようやく和平交渉を開始したとき、彼は国会議員として、アドルフ・ヒト

ラーの考えとぴったり一致する具体的な交渉案を持って来たのだ。 
 

しかし、ヨーロッパの力と世界の地位を守り、真の平和秩序をもたらすこ

とができるはずの運命の時は、使われることなく過ぎていった。そして今

日に至るまで、ルドルフ・ヘスの平和飛行に関する文書は、この戦争への

意志が知られることがないように、あえて一般に公開されていない。戦争

の悲惨さと戦後の悲惨さの責任を国家社会主義ドイツに求めるマイナス世
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界の嘘と偽善が明るみに出てはならないのだ。しかし、ルドルフ・ヘスが

沈黙を守らなければならない場所では、彼が拷問を受けて死ぬ牢獄の石

が、毎日、毎晩、毎年、10年ごとに泣き叫んでいる--復讐と正義、真実と

自由のために叫んでいるのだ。それはまた、ルドルフ・ヘスという国家社

会主義者の指導者の人格の中で最も高貴なものを敬愛する我々の叫びでも

あるのだ 
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